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A-66   炒‘ 駆 に関-t 乱
広急丈化羅火　歯田ムメ　広島寸学跳大恨大　平野マ又きヽ〇和泉公亮子

目的　米 の細謹申、炒め飯は、t  り量の友小をとわず、M.服 しにくいとこ報-7いら

べ のこじt-フいての解明は稗^ 研 究がu  されZ  '■> ろが、分回･a主ししヱ- 良好 な炊
叙 が得 心札な丿唇因の一つと考えられる雇用濁脂添加が米・組織にピのぷりti、彩喋

を危ぽすかにフロて検討しに。
方去 試料の漱a 広鳥県産 の鴉 白池左用目礼。食明油脂としヱヽ バタ― . ケラダズ

豹レ乞東陽。 乱d  a. KJL バ Ｊ C-   -Yl　B 1 。。c 表e  -   (: よろ来色£行Ｕ口- 油脂

か禾 組繊巾にどＪように分鴻していゐヵ唯扉察しに・
砧象　り　米心鰍城中に畷収と貳れ廸脂が、米組嫡のゆ心辨蔵T’の麹伝導 左慾＜し

鳶賠のん祀を㈲刻すろと一考戈｡ら 祀ね。

2） 通沸・調 珍客によ 礼ぶ 炒めﾉ飯は浪浪厦.   3 O 冷ザ ル･こよ二けツ 炊あ るとO う方戦
が記されふ ）るが、れ鮒
ると判断ざれた。

A －67  滴洒 害加炊 飯 に フヽ･Z

跡t 学園 矩刄　o 関 千 恵.｝ 獅 岡 文 蛋矩 大 鋳 萍 やすy

B 妁　 う似 飢ま叙 耳i ・ し・I)  c

‘ヽ り れT   ヽ ･る.     t ･り一例 し しz  .  炊飯 列哩 に哺 誦 色壽 加^3    '■-とヵヽ 函゙^  が≒^  ‘り場 合

.飯･こ対 了3  漬"us ，勣 － にｰﾌ ヽ･i-'^斜 摩的 根 拠 は許 ヵヽ で- It なヽ･   J:ラX 而゙3    ．本 曳験μ;

. 峰 治 者 加･り痢罵I-  ぎ3 しｙ うり･叫･飯 り デク ス ケ，-ｱ,     味 ，切 ヽ･   I-フ>1    X   .    自叙 と.も

対 照 しな が丿.  官能 テ ストt 弗観 ？ﾇ ，ト?  ii n. ヽ ヽ1 1 木目il.を旅it レた.

方 端　 惰 追 零 加･ﾗ 肩(  加水量中r  /,  ． ＼o %  渫ia ）≫.i-- ょこ^ し*･ ラ 巾味 飯 及 び゙ t責誦

海力り 有( 加 水管中^ 匁凄ヵり* にヽJ: 3  白Is.・･官能T  スト り ↑ ね い. it-.   1 アリ´

ｸ"7 フ-  fl-' スタa マトr ｀ラフ1-- よ3  19･漢E  It な ラ．

蜂 簑　V# 油 添 加量^  %    ・ ＼。̂7    や 峰叙I*  ，な非 テ7, ト・ﾀ結 果　 を峻嘩^  ぷの肩息 左

を むワT. 好 ま し ぺヽ 可 洒-r   恥.      .9    好 まし さ・>根根｛ま. 噴 晒浪 加I-  Jr つ・^   し･れ々･ヽ

■好̂ ましt  が’刄j  ね,ウ; 4 1･ ＆^  勿n ,    ﾆ.・り好 まし-゛’^ヽヽI* .   が ス クロ マI- ダ` ラ フに

f 3  樟 利 {'-  f  T  -L も-^"i   暴 戸ヽ ･認 めi, し乍.･ まX-- べ 釦S  はﾉ飯'^ 吸 杷や脇潤s  詐If.  /飯 を

や ゛雌<   a 3 傾 向ダ みり*K  も.


